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   The f phenomenon proposed by the author referring to the cystogram of tuberculous 
bladder,  viz. a vesical area measure planimetrically appearing smaller on the side of an 
involved kidney than that of a normal kidney, was studied in 121 cases of tuberculous 
bladder resulting from unilateral renal tuberculosis. 
   1) A normal bladder seldom showed a completely identical picture on the right side 
and on the left side, but its right area appeared slightly wider than the left. 
   2) The f phenomenon i  cases of tuberculous bladder occurred more frequently and 
more clearly as an irrigated medium increased in amount, while in cases of normal bladder 
the difference of area between the right side and the left side was hardly recognized as an 
injected medium increased in amount. 
   3) It was to be noted thatthe f phenomenon appeared far more frequently (55.7 %) 
than the so-called Freudenberg's phenomenon (35.2 %), which is characterized by an in-
clined outline of the cystogram and a reduction of the longest perpendicular drawn from 
the bladder edge to the median line on the involved renal side. 
   4) The f phenomenon was observed more frequently on the left side (68.7 %) than on 
the right side (40 %) and most often in cases of  200300 cc vesical capacity (67 %). In 
connection with the invated grade of renal tuberculosis it occurred most frequently in the 
moderately advanced stage (68 %), then in the end-stage (55 %), and only occasionally in 
the early stage (27 %). 
   5) There werefound only 8 cases (9 %) presenting the ureterovesical  backflow on the 
side of affected kidney, so far less frequently than the f phenomenon, and in 6 of these 
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減 じて来たものの,今 目なお依然 として一般か
ら取 り挙げられている現象である.








申心 とを連 らねた正中線に対 し膀胱像の左右両
側縁 よりの最長垂直距離a及a'を求め,更 に之













π 研 究 方 法
北大皮膚科泌尿器科外来及び入院例で,泌尿器科的
に正常の12例,一側腎結核で腎摘出前の88例,腎摘出
後 の33例に就て,腸 内容排除後の早期に,次 の順序に
よつて膀胱のレ線撮影を行つた.
1)被 検者を凹型プッキーブレンデ上に可及的水平























字的にあ らわせるが,後 者は,一 側が他側より明かに
斜傾 しているものは別 として,斜傾が極 く軽いか或は
不規側な際にはその判断に苦 しむ ことが頗 る多い.余
の今回の成績でも88例中22例ではそ うであつた.
然 しなが らF現象を煎じつめてみ ると,結局,患 腎


















































































































































































































































































































































































































































































1糠ll器 斜 ORU傾側(cm2) OLU(cm2)
FfV.U.R.形
現 現 窺
象 象 側 態
128δ 右100802。82。8 同12.4 11.5 『 一 一 1
241♀ 左100804.23。9 右17.5 18.9 一 一 右 H
323ξ5右80806.56,4 同13.8 13.1 一 『 『 亙
422♂ 左1∞805.15。0 左17.7 13.6 十 十 『 皿
5313左1501304.75.7 右26.6 27.0 『 『 『 砥
6316左1501305.74.6 左37,2 31.0 十 十 右 皿
732δ 左100804.13、4 左21.7 17.9 十 十 右 1
821♂ 左100803.1生5 右11.2 17.4 一 『 右 左 豆
9386左300250366。3 左42.0 41.2 一 十 一 皿
1028δ 左60605.226 左28.5 11.1 十 十 一 皿
1145♂ 右3002805.96.4 右43.0 45.4 十 十 一 H
1222♀ 左180180675.9 左45.1 36.1 十 十 「 一 皿
13276右1201∞4.44.6 右25.2 26.3 十 十 右 1
1438♀ 左3∞3006.77.0 左59.4 45.7 } 十 『 w
1518♂ 右1801804.54.8 左3L5 33.0 一 十 右 皿
1620♂ 左3002506.04.8 左44.1 32.0 十 十 左 V
1735♀ 左1001∞a84.4 左22.0 21.7 } 一 一 1
1843♀ 左3503006.96。2 左53.6 41.1 十 十 『 豆
1922♀ 右2502∞6.25.8 右37.0 37.O 一 一 『 皿
2042♀ 右8060a74.0 右11.1 16.0 十 十 右 巫
21226右3002206.565 同41.5 38.2 一 一 一 v皿
2235♂ 右3∞2505.15.4 同36.1 38.2 『 十 一 1
(以下症例略)
山際一結核膀胱のレ線学的研究

















表):云 うまでもなく病変度 と容量 との間には密接な
関連があるが,余 が膀胱鏡的検査の可能であつた87例
に就て病変度を志賀 ・仙仁の分類に従つて5段 階に分












































































































中4例(57.1%),51才以上では1例 中0例 がf現 象
に従つて居 り,大体各年令層で大差は見出し得 られな
かつた.



























































































2群は ∬,皿度病変期に当 り,患腎側壁と健腎側壁 と
に於ける病変の差が最 も著 しい為 であると考えられ
る.之に対し容量301～400cc例では,こ の時期には
病変が罹患側壁に限局し一見f現 象が最も高率に現れ
るか と予期されたが,f現 象に従 うものと然らざるも
























と同様に4段 階に分けて,太 さの程度 とf現象との関
係を検討してみた.
その成績によると,表示の如 く正常大19例ではf現




の数が著しく増 していた.然 し揖指大以 上例になる
















では注入造影剤量の大小に拘 らずF並 にf現 象共に影




は従否各1例 であつたのに対 しf現象には2例 ともに
従つていた.即 ちここでもF現象に比 しf現象の発現
し易いことが明かに認められると共に,注入造影剤量
の多い時にf現 象の発現 し易いことが確認 された.
8)V・U・R・との関係(第9表)=88例中16例(18
・1%)に現れ・患腎側に現われたもの8例,健 腎側に
現れたもの6例,両 側2例 であつた.患 腎側に現れた
8例の全例に対する比(9%)を,先 に述べたF現 象
に従 うもの35.2%,f現象に従 うもの55.7%とくらべ
ると,そ の発現率は著 しく小さかつた.そ して之等




























































































































































































































































































9)膀 胱の レ線学的形態=前項に述べた9型 に分類
してみると,全88例の中1型21例,llav26例,皿型1
例,W型2例,V型4例,W型9例,冊 型7例,囮 型

































































































































































































































































































































































































































































































の2例 であつて,全 体を通じ膀胱の左右面積の小 さい
側に頻発する傾向がみられた(16例中9例).
ix)結核膀胱のレ線学的形態は横楕円乃至卵円形が





出され,患 腎摘9前 の88例巾55.7%に比しかな り高
率を示した(第10表).
























































































































































































発 現 し易 い こ とが分 つ た.







































































くなり,こ の点は正常 膀胱 と著 しく異 つてい
た.
(ト)患腎側に於けるV.U.R.は8例(9%)

















型)と 共に一側斜傾形(皿 型)の 最も多かつた
ことが注.目された.
擢筆するに当り終始御懇篤な御指導を賜り且つ御校
閲の労をとられた恩師岩下健三教授に厚く謝意を表
す
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